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地生産が加速するロシアの乗用車分野 

については先日、『調査月報』で詳しいレポートをお届けした

に入ってもロシアの乗用車分野では純国産車の衰退と外国車

容が進展している。 

上げが原因で、2004年後半から多くの中堅純国産メーカーが

、2005年に入り、ロシアの乗用車生産量の約７割を占める純

り値上げが災いしての販売不振に見舞われた。一方、現地生産

販売は好調で、とくに１万5,000ドル未満の低価格外国車の売

産車は、極言すればもっぱら価格の安さを武器に市場でのプ

、度重なる値上げでその魅力が薄れ、「縄張り」の一部を低価

える。 

メーカーの危機感を喚起する事件がもうひとつあった。2005

車の現地生産を促進するための優遇制度の導入を決定したの

日本のトヨタが現地生産の意向を正式に発表したが、今後も

ーが複数出現する可能性がある。 

の国産車の生産・販売状況、外国車の販売状況および３～４
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